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◎長妻厚労相の最近の言動◎

4月柑日　公務員志望者対象の説明会で「政
策を作るときはクールヘッド、ウオームハ
ート。熱い心で共感しつつ、頭は冷静に」

20日　記者会見で厚労省の組織目標を発
表。「これからも役所文化を変える取り阻
みは必要だ」

23日　労働者派遣法が衆院厚労委員会で
実質審議入り。「扉用の規制緩和という大
義名分の下に行き過ぎた緩和が行われた結
果、日雇い派遣など社会的に問題のある形
態が生じた」

5月2日　フジテレビの番組で首相を目指す
のかと問われ、「考えていない。厚労相と
いう職責に全力で取り阻むのが使命」と否
定

つ5冒　介護サービスの利用者らとの意見
交換会で「6月に介護ビジョンを発表し、
必要なら来年の達常国会に改正法案を提出
する」と表開

つ8日　Ｂ型肝炎訴訟の原告団との初面談
後、記者団に「私の巽言に納得していなか
ったと思うが、誠実に（和解）協議に臨む」
2つ日　大卒就職率が2年連続減でワース

ト2に。記者会見で「人の一生にも影響す
る可能性がある。非常に深刻に考えている」

昨
年
の
衆
院
選
で
掲
げ

た
公
約
通
り
、
月
2
万
6

0
0
0
円
ま
で
引
き
上
げ

る
の
か
ど
う
か
ー
－
。
1
6

日
夜
、
民
主
党
本
部
で
あ

っ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政

権
公
約
）
企
画
要
員
会
は
、

1
万
3
0
0
0
円
の
子
ど
　
　
篭

も
手
当
の
、
蘭
額
へ
の
ア

ッ
プ
を
取
り
や
め
る
流
れ

を
定
め
た
。

「
ギ
リ
シ
ャ
み
た
い
に

な
っ
て
は
因
る
」
。
．
財
政

は

た

ん

　

き

ぐ

破
綻
を
危
慣
す
る
菅
画
人

副
総
理
兼
財
務
相
は
そ

う
ま
く
し
立
て
、
仙
谷
由

人
国
家
戦
略
担
当
相
ら

換
さ
せ
た
。

4
月
2
2
日
、
首
椙
官
邸
。

国
と
地
方
の
協
議
の
場

で
、
全
国
市
［
慧
苔
長
の
森

民
夫
・
新
潟
県
長
岡
市
長

は
、
鳩
山
由
把
夫
首
相
を

前
に
「
福
祉
は
子
ど
も
施

策
だ
け
で
は
な
い
」
と
訴

え
た
。
「
手
当
の
満
額
支

給
に
は
年
間
、
個
人
市
民

税
（
1
2
5
億
円
）
に
匹

敵
す
る
1
1
2
億
円
が
必

要
」
。
森
氏
が
示
し
た
帯

の
試
算
に
首
相
は
目
を
む

い
て
驚
き
、
「
他
の
福
祉

施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
垂
ｌ

要
だ
」
と
応
じ
た
。

減
額
の
口
火
を
切
っ
た

の
は
、
3
月
⊥
太
に
上
積
み

分
を
始
会
費
に
充
て
る
よ

う
ぶ
ち
あ
げ
た
仙
谷
氏

だ
。
主
要
閣
僚
が
修
正
を

口
に
す
る
の
は
、
蒲
額
に

要
す
る
財
源
3
兆
円
を
晃

い
だ
せ
な
い
か
ら
。
政
府

・
民
主
覚
は
「
2
万
6
0

＞

0
0
円
」
の
表
記
は
避
け

つ
つ
、
「
上
積
み
す
る
」

と
の
⊇
Ｒ
を
盛
り
込
む
玉

虫
色
の
決
着
を
描
く
。

畏
妻
氏
も
簡
単
に
折
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
周

認
定
こ
ど
も
国
を
視
察
す
る
畏
ま
昭
厚
労
相
＝
代
表
撮
影

囲
に
は
「
公
約
を
変
え
る

な
ら
衆
院
選
を
も
う
1

回
や
ら
な
い
と
」
と
漏
ら

し
、
先
日
も
厚
労
省
の

今
別
府
敏
雄
会
計
課
長

に
「
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
財
源
は
」
と
問
う

た
。し

か
し
答
え
は
「
子
ど

も
手
当
に
所
得
制
限
を
入

れ
る
こ
と
で
1
0
0
0
億

円
程
度
な
ら
」
。
重
要
氏

は
「
う
ー
ん
」
と
う
な
り
、

黙
り
込
ん
だ
。

「
私
は
2
万
6
0
0
0

円
の
旗
を
降
ろ
し
た
わ
け

で
は
な
い
」
。
1
8
冒
の
政

務
三
役
会
議
で
、
長
妻
氏

は
な
お
強
が
っ
た
。
だ
が
、

出
庫
者
の
一
人
は
「
何
が

何
で
も
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
な
っ
た
」
と
受
け
止

め
て
い
る
。

畏
妻
氏
が
公
約
に
こ
だ

わ
る
の
は
、
政
治
家
と
し

て
の
け
じ
め
ば
か
り
で
は

な
い
。
企
業
・
団
体
献
金

を
】
切
受
け
な
い
ス
タ
イ

ル
は
、
潔
癖
さ
の
半
面
、

国
民
の
支
持
額
み
と
い
う

も
ろ
さ
も
抱
え
る
。
そ
れ

だ
か
ら
世
論
を
気
に
し
過

ぎ
、
何
を
し
た
い
の
か
理

念
が
見
え
な
い
Ⅰ
。
長

妻
氏
を
見
つ
め
て
き
た
厚

労
官
僚
の
多
く
は
そ
う
と

ら
え
て
い
る
。

4
月
2
7
日
夜
。
内
閣
府

で
開
か
れ
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討

会
議
」
の
初
会
合
は
、
議

静
の
大
半
が
厚
営
舎
関
係

だ
っ
た
。
な
の
に
畏
妻
氏

は
役
所
が
お
ぜ
ん
立
て
し

な
メ
モ
す
ら
読
ま
ず
、
沈

黙
を
守
っ
た
。
福
島
瑞
穂

少
子
化
担
当
相
が
彗
旨
を

促
し
た
も
の
の
、
長
等
京
氏

が
発
し
た
の
は
三
彗
「
あ

り
ま
せ
ん
」
だ
っ
た
。

「
ア
ド
リ
ア
が
き
か
な

い
か
ら
な
。
他
の
閣
僚
と

応
酬
に
な
る
の
が
嫌
だ
っ

た
ん
だ
ろ
」
。
厚
労
省
幹

部
は
そ
う
推
し
量
る
。

畏
毒
某
氏
は
年
金
記
録
問

題
で
名
を
は
せ
た
。
た
だ
、

厚
労
行
政
の
手
腕
に
は
当

初
か
ら
「
未
知
数
」
の
評

が
つ
き
ま
と
う
。

「
子
ど
も
の
昼
寝
に
敷

布
団
が
必
要
か
？
　
床
に

直
接
寝
か
せ
れ
ば
い
い
」

畏
妻
氏
は
担
当
部
居
と

保
育
所
の
設
置
基
準
面
積

の
緩
和
を
議
論
し
な
際
、

そ
う
言
い
切
っ
た
と
い

う
。
子
ど
も
を
床
に
誰
魚

寝
さ
せ
れ
ば
基
準
面
積
を

小
さ
く
で
き
、
そ
の
分
保

育
所
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
と
の
趣
旨
だ
っ
た
。

出
庫
し
た
幹
部
は
み
な
、

あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
。
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覚「
就
僅
直
後
は
3
0
分
お

き
に
び
っ
く
り
し
た
。
私

ら
普
通
の
感
覚
と
は
違

う
」
。
4
月
2
4
日
夜
、
地

元
の
棄
哀
都
渋
谷
区
で
開

い
た
国
政
報
菖
会
で
、
畏

妻
氏
は
約
2
0
0
人
の
聴

衆
に
語
り
か
け
た
。
厚
労

省
に
省
や
居
、
課
ご
と
の

目
標
が
な
い
こ
と
を
紹
介

し
、
「
冒
標
の
な
い
会
社

っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
」
と
あ
き
れ
て
み
せ

た
。畏

妻
氏
を
「
素
人
同
然
」

と
嘆
く
「
プ
ロ
」
の
官
僚

た
ち
だ
が
、
感
覚
が
世
論

と
ズ
レ
て
い
る
画
が
あ
る

の
も
事
実
だ
。
そ
れ
は
旧

社
会
保
険
庁
の
不
祥
事

や
、
薬
害
肝
炎
を
引
き
起

こ
す
】
因
と
な
っ
た
。
そ

れ
も
現
場
を
知
ら
な
い
か

ら
と
考
え
る
長
妻
氏
は
、

職
員
に
自
治
体
な
ど
へ
足

を
運
ぶ
よ
う
命
じ
て
い

る
。
自
ら
も
介
護
や
保
育
、

労
働
の
現
場
3
0
カ
所
を
訪

ね
た
。
あ
る
幹
部
は
「
今

は
国
家
公
務
員
倫
璽
規
程

で
民
間
の
人
と
食
事
も
で

き
ず
、
若
い
職
員
は
情
報

量
が
少
な
い
。
良
い
機
Ａ

だ
」
．
と
評
蘭
す
る
。

衆
院
当
選
4
回
の
重
要

氏
も
、
0
5
年
は
小
選
挙
区

（
乗
京
7
区
）
で
落
ち
、

比
例
で
復
宿
し
た
。
二

匹
オ
オ
カ
ミ
」
と
称
さ
れ
、

莞
内
で
は
孤
立
気
味
。
そ

う
し
た
政
治
基
盤
の
弱
さ

も
あ
っ
て
、
時
に
世
論
に

過
敏
と
な
る
。

3
月
下
匂
、
母
国
に
子

を
残
し
て
き
た
外
国
人
に

も
子
ど
も
手
当
を
支
給
す

る
と
の
厚
労
省
方
針
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は

「
不
正
を
招
く
」
と
の
書

き
込
み
が
殺
到
し
た
。
畏

妻
氏
は
「
国
会
答
弁
が
も

た
な
い
。
法
案
修
正
だ
」

と
職
員
に
あ
た
っ
た
。

7
5
歳
以
上
を
切
り
離
し

を
巡
っ
て
は
、

心
の
揺
れ
を
見
せ
た
。

「
う
ば
捨
て
山
」
と
の

批
判
を
浴
び
た
制
度
だ
け

に
、
民
主
環
は
「
年
齢
で

差
別
す
る
制
度
を
廃
止
」

と
公
約
し
て
い
た
。
重
要

氏
の
意
を
く
み
、
厚
労
官

僚
は
高
齢
者
も
み
な
甥
役

と
同
じ
市
田
相
の
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
に
甜
入

さ
せ
る
案
を
用
意
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
案
も
6
5

歳
以
上
は
医
療
費
が
別
枠

だ
。
畏
妻
氏
の
了
承
を
得

て
3
月
8
日
に
公
表
す
る

と
、
1
6
日
の
参
院
厚
労
要

で
共
産
党
の
小
池
晃
政
策

委
員
長
は
「
う
ば
捨
て
山

の
入
山
年
齢
を
下
げ
た
だ

け
だ
」
と
批
判
し
た
。

う
ろ
た
え
た
長
妻
氏
は

外
口
崇
保
険
局
長
を
呼

び
、
「
年
齢
を
童
白
き
込
ま

な
い
方
法
は
な
い
か
」
と

再
考
を
促
し
た
。
そ
れ
で

も
高
齢
者
に
は
税
を
集
中

投
入
す
る
必
要
が
あ
り
、

別
財
源
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
吉
岡
て
つ
を
高
齢
者

医
療
課
長
の
記
関
に
、
長

妻
氏
も
「
う
ん
」
と
消
え

入
る
よ
う
に
う
な
ず
い

た
。結

局
、
畏
素
質
氏
は
幹
部

国

因

仁

同
じ
国
保
の
保
険
証
」
と

の
理
屈
で
押
し
凰
別
封
闇

5
月
1
8
冒
の

衆
院
決
算
行
数
監
視
要
員

会
第
3
分
科
会
に
臨
ん

だ
。
扇
醐
詞
胡
闇
瑚

い
」

。
召
還
瑚
劃
司

氏
を
、
自
民
党
の
谷
公
一

氏
は
∈
つ
皮
肉
っ
た
。

「
大
臣
の
思
い
は
理
解

日
割
吊
問
責
コ
詞
用
因

亀み
は
（
後
期
高
齢
者
医
療

一

　

　

，

　

！

！

－

制
度
と
）
大
き
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
で
す
ね
」

円
鈴
木
直
也


